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25.化 学 材 料

CHEM[CAL PRODUCTS
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化学材料は長い間日立製作所の主流製品のための材料としての役

割りを果してきたが,化学材料の重要度は年々高まってきた`二)35年

度から36年度へかけて研究部門をさらに神政し,技術の錬磨を図る

とともに製造部門の設備を大いに増強し,それぞれの 界での地位

を強固にすることができ,数々の新製品を送り出したこ1

まず化学素材には硬化エポキシ樹脂の特性を向上させる硬化剤と

して用いる無水メチルハイ

ド樹脂などに用いられるト

ック酸,ポリエステルや塗料用アルキ

リメテロールプロパンを完成した｡

料用などの合成樹脂ではトリメチロールプロノペソを用いたアル

キド樹脂を2種と,またわが国で初めてのアクリル変性アルキド,

印刷インク用の高軟化点フェノール樹脂などが商品化された｡

合成樹脂成形品では特に新い､プラスチックス材料による機械部

品への開発に努力し,エソジン冷却フアンの成形品が完成し今後の

需要が期待される｡

ポリエチレソパイプでは大口径管の商品化とともに,簡易な接続

1法として接続部を加熱した金属製治具を用いて接続するスリーブ

継二｢~l二法を考案し,スリーブ継手各種を取そろえ,接続の簡易化を

計ることができた｡

甘立製作所独自のヒタフラソ(フラソ樹脂)は防食ライニソグに

着実な成果が認められたため成形品としての応用もひらけ,掛こフ

ッ酸を用いる場今の容器,装置に成形品パイプが実剛ヒされはじめ
た｡

電気絶縁材料では急速な技術の進歩で量産される電子機器の高周

波部分に用いる絶縁ワニス,回転機の製造工程短縮に特にFクラス

用のWF-282および小形汎用株制こWA-232を完成し,回転機貴

産に大いに貢献した｡

また回路の絶縁端子板,印刷回路に用いられるフェノール樹脂積

層板では宿願の常温打ち抜き可能な帯同板LP-48,印刷回路用では

MCL-7を商品化した｡

建築材料としてヒッターライト(メラ ソ化粧板)では15種にわ

たる新柄を出し,なかでもビートツリー･Hが圧倒的な好評を博L

た｡ポリエステル樹脂の技術と化粧板デザイソの両面からハイポー

ド(ポリエステル化粧合板)を完成し,11 築材料とLて新発

売した｡

ゴム製品の面では長年の研究を基礎とし,近代的設備と新技術を

もって電線用被覆材料としてのゴム製品および合成ゴム製詣-を開始

したことが特記される｡

窯業製品には長年のアルミナ質磁器による点火栓がいしの技術を

発展させてハロックス(高アルミナ質磁器)を完成し,電子回路の超

小形化に重要な役割りを果たし,マイクロモジュール基板10種の製

造にはいった｡またセラミック封止真空管用ハロックス521も

UHF帯真空管,ツリコソ整流器などに大量に用いられてきた｡

炭素製品では周速が70～鮒cm/sのように大きい回転機に用いて

スパーク,荒損の少ないブラシとして天然黒鉛系ソフトカーボソ電

刷子GX745を完成した｡

機械部品用カーボンではかねてから水車発電機,揚水ポンプのシ

ャフトの封水′くッキングを開発してきたが,ヒタロックHCB-7Fを

九州電力諸塚発電所の水車発電棟などに分割カーボソバッキソグと

して使用し封水,摩耗特性の点ですぐれた特性を発揮した｡また分

光分析カーボンを純度を低下することなく成形に成功し,国際水

をゆく品質を維持して商品化できた｡

25.1素材および合成樹脂

近年,石油化学工業の長足の進歩は著い､ものがあり,それに伴

って国内でもいろいろな新しい化学素材が工
化されている｡日立

作所においては従来の合成樹脂工業から化学素材工 へとその第

一歩をしるし,すでに35年度に無水ノ､イミック酸を量産化した036

年度はこれに無水メチルハイ

ソの2品種を加え,化学

ック酸およびトリメチロールプロパ

材部門の拡充に努めた｡

塗料用合成樹脂では上記の化学素材トリメチロールプロパンを成

分とした新形のやし油変性アルキド樹脂,ひまし油変性アルキド樹

脂を完成した｡さらにアクリル変性アルキド樹脂1品種を製品化し

た｡アルキド樹脂せアクリルで変性した樹脂は現在のところ国内で

最初の工業化製品である｡そのほかアルキルフェノール樹脂1種,

印刷イソキ用ロジン変性フェノール樹脂2種,エポキシ樹脂硬化用

ポリアミド樹脂1種を完成した｡

ポリエステ′し樹脂では従来からあった品種の 要が増大したが,

特にポリセット53の品質が改良され,ポリエステルプリ ックス用

とLて多量使われるようになった｡新品種としては塗料用ポリエス

テル樹脂として2品種,一般構造用ポルエステル樹脂1品種が完成

され市場の要求にこたえた｡

25.1.1素 材

35年度の無水ハイ ック酸に引き続いて無水メチルハイ

(MHAC)の工業化に成功した｡これは次の化学構造式

H3｡_/?ヽ｡_｡IIHC印

H＼ムノH~C
H

ック酸

をもった二塩基酸無水物で,エポキシ樹脂の硬化剤として使用され

る｡]MHACはゼリー状の固体でエポキシ樹脂に溶けやすく,し

かも一度溶かしたものは他の酸無水物硬化剤のように析出沈でんす

ることがなく作業性にすぐれている｡硬化した樹脂はすぐれた物理

的,機械的,電気的性質をもっており,特に耐熱性が優秀であるた

め注形,含浸などの方法により電気絶縁材料として使用される｡な

お硬化剤であるがエポキシ樹脂100部にMHAC80部程度の多量に

使われる｡

トリメチロールプロパンは次の化学構造式

CH20H

I
CH3･CH2･C-CH20H

I
CH20H

をもった新い､多価アルコールで,外観は白色フレーク状の 晶で

あるが,これのコニ業的製造技術を開発した｡トリメチロールプロパ

ンはポリウレタンフォーム用のポリエステル樹脂,塗料用アルキド

脂,界面活性剤,爆薬,漸閏剤,合成乾性油などの原料として用

いられ,今後の発展が期待される化学素材である｡

25.1.2 塗料用合成樹脂

新しく開発された化学素材トリメチP･一ルプロパンを基盤とし,

これを利用したアルキド樹脂を製品化した｡

フタルキッドM132-60……トリメチロールプロパンを用いたやし

油変性アルキド樹脂で,プチル化アミノ樹脂(メラソ20)と併用し



226 昭和37年1月 立

て淡色の焼き什け鋸トにされる･･M13260を低川した準料ほ被さ,

密着,耐水,耐アルカリ性,光汎色調保持性にすぐれ,それらの

特長を生かして粗′こかん

れている｡

面の透明コーチングなどにも広く使用さ

フクルキッドM440¶50……これもトリメチロールプロパンを用い

たひまし油変性アルキド樹脂で,硝化綿と配合されてハイソリッド

ラッカーに,プチル化アミノ樹脂と配合されて焼き付け塗料に,さ

らにエポキシ樹脂との併用など広 な用途が見いだされつつある｡

特長は相溶性,金属に対する密着性,光沢,耐候性にすぐれている

ことで,これを円いた塗料ほ電気機器,楼械器具の塗装に利用され

る｡

フタルキッドV901……従来国内でt 化されたことのなかった

アクリル変性アルキド樹脂フタルキッドV901の技術を確立し市販

Lた0一般にアクリル樹脂とアルキド樹脂を配合により混ぜること

は困難であるため,これを化学的に結合させた樹脂である｡V901

はアクリルの耐候性,かたさ,光沢とアルキドの塗膜性密着,経済

性を調和させたもので,すでに苗場にあるスチレン変性アルキド樹

脂に比べてもすぐれた特長をもっている｡.V901は硝化綿とともに

ラッカーに,そのまままたはプチル化7

料に用いられ広し､用途をもっている二

ノ樹脂とともに焼き付け

ヒタノ~ル1133……アルキルフェノール樹脂ヒタノー′レ1133を製

品化した｡従来好評を得ているヒタノール1131の姉妹雷,で,油ワニ

スにしたときの黄変性が少ない特長をもっている｢っ耐水耐熱.1-,

のべヒクルとして用いられる｡

25･l･3 そのほかの合成樹脂

印刷インキ用合成樹脂…‥･35年度から印刷インキ用樹脂の開発に

意を注いできたが,36年はさらにロジン変性フェノール樹脂ヒクノ

ール261およびヒタノール270を市販Lた｡印刷機械の進歩によっ

て印刷速度はスピード化し,それに伴って印刷インキに対する速乾

強光沢の要望はますます高まっている｡ヒタノール261はさきに

品化したヒタノール260の姉妹品で,後者に比べて粘度が高く,イ

ンキにしたときの乾燥性がすぐれている｡ヒクノール270はこれま

でにない1700Cという高軟化点の樹脂で,従来のものに比べて乾燥

性･光沢,印刷適性が改善され,すぐれたオフセットインキを製造

することができる｡

ヒクマイド420…･=半流動性のポリアミド樹脂ヒタマイド420を

製品化した｡この樹脂はアミン価が高いためエポキシ樹脂との反応

性がよく常温乾燥塗料,接着剤などに使われる｡

25･1･4 ポリエステル樹脂

ポリセット541……広い用途をもった成形積層用ポリエステル樹

脂とLてポリセット541を完成した｡この樹脂は淡色で酎ヒ特性も

よく,ガラス繊維とのなじみもすぐれているのでガラスクロス,ガ

ラスマット補強材とともに積層板,建築用波板などの積層成形品に

使用される｡機械的,電気的性質にもすぐれているのでそれら積層

品のほかに,充てん剤を併用して注形品の製造,また特殊な用途と

してポリエステル化粧板の化粧紙,布の接着はり付けにも使われ

る｡

ポリセット56B……35年に製品化されたポリセット56Aの姉妹

品ポリセット56Bを市販した｡56Aの粘度ほ約2ポイズであるが,

56Bは約7ポイズの高粘度品で夏期高温のための粘度低~Fによる作

業性の不良を向上することができる｡56Aと同様にポリエステル化

粧板,木工塗装に用いられ,すぐれたかたさ,光汎作業性をもっ

ている｡

ポリセット58A……ポリエステル化粧板用ポリエステル樹脂ポ

リセット58Aを完成した｡この樹脂の特長は硬イヒ乾燥した化粧板で

加温変形加工ができるということである｡粘度は前述のポリセット
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第1図 圧延機川合成樹脂軸受

56A,56Bの中間にありかたさ,作業性,光沢にすぐれすでに市

場において好評を得ている｡

25･2 合成樹脂成形品

25･2･1圧延機用合成樹脂軸受および成形品

スタンドライト製〟-は機械的強度にすぐれた性能をもっているた

め,機械装置構成材料として広範囲にわたって使用されている｡特

に合成樹脂軸受は砲金,/ミビットなどの金属軸受に比べて独特の性

能をもっているので鉄鋼圧延工場の圧延機用軸受,製紙用ロールな

どの軸受,炭車用軸受,船舶用軸受などに使用されている(弟1図

参照)｡

これらの軸受は耐薬品性に富んだヒタフラン(フルフリールアル

コール樹脂の日立商品名)と,スタンドライト樹脂の混成結合剤と

特殊帆布に含浸することによって機械的強度ならびに耐 耗性を著

しく改善した｡その機械的強度は弟l表に示すとおりである｡合成

樹脂軸受は金 軸受に比べて次の特性を有している｡

耐摩耗性で焼き付きの性質がない｡

摩擦係数が小さいので機械効率が良く,電力の消費量が少

なくてすむ｡

潤滑剤は水を使用できるので経済的である｡

比重が小さいので軽く,取り扱いが便利であり,軸受の取

り替えには時間を要しない｡

衝撃荷重を受けても永久変形を起さない｡

金属のように摩耗屑によるロールネックおよび軸受両の損

傷がない｡

(7)金型で成形するためすり合わせなどの必要がなく,ロール

とのなじみが良好である｡

(8)耐摩耗性のため寿命が長く,機械の稼動率が良い｡

(9)多量生産ができる｡

またスタンドライト製ギヤほ,サイレソトギヤとして自動車用カ

ムギヤ,オート三輪車用タイミングギヤをはじめ,化学装置,繊維
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第2図 スタンドライトギヤ(ピニオン)

第3図 エソジソ冷却用羽根

乱一般機械部品のピニオンとして広く算用されている(舞

2図参照)｡

弟3図は射出成形によって製作したS自動車のエンジン冷却用羽

根である｡

現在まではアユソダイカスト 品であるが,重量の軽量化と価格

の低減を目的として合成樹脂に切り替えたものである｡

羽根の材質はアセタール樹脂(商品名デルリソ)とABSポリマ

ー(商品名サイコラック)などである｡製品の外径220mn-で8,500

rpmにも耐え,20,000kmの実車走行でも特に異状を認めなかった

という性能を有している｡

25.2.2 ヒタフラン成形品

耐食合成樹脂材料は最近二L業の進上如こ伴って使用されはじめたも

のであり,これらの樹脂としてはポリエステル,エポキシ,フッ

樹脂,フラン樹脂などがあり,それぞれ樹脂の特性に応じて使用の

区分が定められている｡

フラン樹脂(フルフリールアルコール樹脂の日立商品名)は耐熱,

耐摩耗,耐溶剤,耐酪耐アルカリ性にすぐれているため構造用耐

食材料,電気絶縁用耐食材料として使用の分野が拡大している｡特

にライエソグ,コーチイソグ,メジセメント用としての用途からその

特性の普及につれてプラント用成形品というようにその二1二法は急速

な進展をしている｡第4図はプラソトの一部であるが,鉄板の酸洗

そうへヒタフラン成形品を使用した例について説明したものであ

る｡鉄板の酸洗条件は硫酸30%液で常時800Cで使用されるものであ

る｡成形品として使用した部品は鉄板の送り出Lロール,液中へ鉄

板を沈める役目をするガイドロール,ロールの軸受瓢,液輸送用パ

イプ,ユルポ,チーズなどである｡また原子燃料公社で使用する四

フッ化ウランのフィルタプレス川わくおよびプレートは現在桜の木

で使用期間約2カ月弱であるが,これをフラン嶽化木の試作品では

5カ月間の使用にも大幅な変化なく使用できる資料がでている(第

5図参照)｡

フラソ成形品の製作中のおもな 品は,原子 フ四の入納杜捻華

第4図 ヒタフラン成形品の酸洗そうにおける使川例

第5図 フィルタープレス用わくおよびプレート

ッ化ウラソ沈殿そう(外径920mm,全長2,000mm),某

所納電磁流量計用導管,ヒタフラソパイプ(外径100mm,全長

2,000mm),某 鉄所納電気メッキそう用電踵ささえスキット(幅

100mm,高さ960mm,長さ1,500mmの角材,1組の重量60kg)

などである｡

25.2.3 成 形 品

娩化プラスチックス(以FFRPという)が国内で使用されるよう

になったのはごく最近のことであるが,その伸長ぶりには若い､も

のがある｡FRPはアルミより軽く鉄より掛､材料としてPRされた

だけに,その単位重量当りの強度も大きく,プラスチックス特有の

電気絶縁性,耐薬.■正,性を有するため,金属に代って各種の分野に使

用されている｡

このFRPの長所を生かし,電二軋 客車用水タンク,燃料タンク

のFRP化を試み大きな成果を得たので以下これらについて記述す

る｡

従来電車,客申に使用する貯水タソクほ軽量化とさび止めのため

にアルミ製品が使用されていた｡しかしアルミ製品は導電性のため

に電食が問題になり,したがって製品寿命も短いなどの欠点をもっ

ていた｡これらの欠点を補いさらに軽量化という利点を生かそうと

試みたのがポリエステル樹脂によるFRPタンクである｡FRP水

タソクの設計において注意を要する事項は従剰‖--との互換性,水ノー~l三

2kg/cIT12に耐える姓度を有することである｡これらの山こ注意せ

払い成形した結果第2表のように 品肉厚の減少に成功した｡血度

も策3表に示すように手横法としては最高の強度が得られたD

またFRPの利点を利用して管 顆のFRP化と同時に配管用銅管

に代ってポリエチレン管の使用が可能になった｡
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第2表 FRP化とタンク肉厚

タンク容量(J) アルミ製品肉厚(mm)

強
強
グ

ソ

hノ

ヤ

量
さ
さ
率

(%)

(kg/mm2)

(kg/mm2)

(kg/mm2)

立

FRP製品肉厚(mm)

4t, 5t

4t, 5t

3t, 4t

3t

42.5～47.4

29.6

19.2

1.35×108

右150リットレ燃料タック 左 500リットル水タソク

第6図 車両用FRP タ ンク

同様にして 料タンクをFRP化することにより半透明のFRPに

よって水位が簡単に読めるうえに弟2表のように軽量化にも成功し

た0これらの例を弄る図に示す｡現在価格の点にやや難点はあるが

今後の原料の値下りによりますます有望な地位を占めるものと思わ

れる｡

25.2.4 ポリエチレンパイプ

パイプの配管工事でいちばん問題なのは/りプの接続法である｡

ポリエチレンは柔軟で加工もやさしく,今までにもいろいろな接続

のしかたがとられてきたが,どれも→長一短があり,万全といえる

接続法がなかった｡その後いろいろ研究を重ねてきたが,最近二つ

の新接続法を開発した｡

(1)スリーブ継手法

これは50mm以下の小∪径パイプに用いられる接続法で,継手

が金属でなくポリエチレンである｡この継手の内側とパイプの外

側とをスリーブ接続器(治具)とトーチランプを用いて溶着する｡

この治具は継手とパイプを同時に加熱できるよう考案された｡

この接続法はパイプと継手が同質なので,腐食の心配がなくど

んな場所でも自由に接続できる｡スリーブ継手用に造られたヒク

レックス継手は,ソケット,エルポ,チーズ,異径継手など各種

がある｡

(2)フランジジョイント法

これは76mm以上の大口径のものに対する工法である｡従

ほ手作りつば返しによるもので,欠点が多く,工法もかなりむず

かしかった｡これを在来の鋳鉄管のようにポリエチレン製のフラ

ンジつきパイプをあらかじめ製作しておく方法にあらためた｡締

め付け具は割り形とLたもので,任意の箇所でヒタレックスパイ

プを切断してフランジをつけたり,分枝してフランジを接続した

評 第亜巻 第1号

りしようとするとき,あらかじめ成形したヒクレックスフラソジ

をその箇所にバットジョイントすればよい｡したがってフランジ

付パイプとそれに付属する割り形フランジおよぴバッキソグを求

めれば簡単に接続できる｡

25.3 絶 縁 材 料

電気機器の高性能化に伴って絶縁材料に対する要求はますます高

度化され,加えて経済性の増加という要望も強くなっている｡これ

にこたえて36年度はいくつかの新製品を市場に送り出し,同時にま

た今までに開発した 品を大幅に進展させた｡

35年までに開発した絶縁材料で36年度は大幅な進展を示し,量

的にも主力製品となった代表的なものはポリセット202と/てルプマ

イカU300である｡ポリセット202は日立製作所独特の小形機器用

無溶剤ワニスとして各種のデータ,実績が積み重ねられ,広く小形

回転機ぷコイルの絶縁に使われるようになった｡またパルプマイカ

プレートU300もデータ,実績の集掛こよって,小形整流子絶縁片

として急速な需要の進展をみせた｡

36年度ほ需要者の要望にこたえて新形の耐熱F種絶縁ワニス3

品種,高周波ワニスを,経済性に重点をおいたコイルワニス1品種,

ワニスレーヨンクロス類を製品化した｡また絶縁用プラスチックテ

ープ2ノー封歪も新たに製品の中に加えることができ,35年度に続いて

インド国へワニスチューブとPVCテープの 造技術を輸出した｡

25.3.1絶縁 ワ ニ ス

(1)WF-282

新形のF種コイルワニスWF-282を完成した｡一般に耐熱絶縁

ワニスは普通の絶縁ワニスに比べて乾燥性がおそくなる傾向にあ

るが,WF一翁2は従来の耐熱コイルワニスの2分の1の時間で乾

燥し,工程を短縮することができる｡耐熱性は加熱耐曲げ試験で

1750C,200時間以上も異状なく,また加熱減量も少ない｡電気特

性は常態および浸水時ともに体積抵抗率が1015ncm以上で,絶

縁破壊の強さ,内部硬化性,耐油性,耐薬品性もきわめてすぐ

れている｡また加熱乾燥に際して発泡するようなこともなく作業

性にもすぐれたコイルワニスである｡

(2)WF-550,WF-190

WF-282と併用する接着ワニス,コイルエナメルである｡

WF~550は素線絶縁固め,そのほかの接着に使われるワニスで,

WF-190はWF-282処理コイルの表面仕上働こ用いられる赤色コ

イルエナメルである｡ともに接着性,耐熱性にすぐれ,特に

WF-190は耐アーク性にもすぐれている｡

(3)WA-232

汎用絶縁に用いるコイルワニスWA-232を完成した｡このワニ

スほ小形椋器絶縁を目的とし,特に価格が低廉でしかも絶縁ワニ

スとして必要な性能は十分もっている材料である｡ホルマール銅

線の皮膜を授かす心配がないためホルマール銅線と組み合わせて

使用するのに適したワニスである｡

(4)WZ-110

高周波用絶縁ワニスWZ-110を製品化した｡自然乾燥性で耐湿

性にすぐれ,高周波特性は30c/sから1Mc/sにわたって誘電率

は2.7, 電正接は0･02～0･2%である｡通信機,電子機器,その

ほか弱電機器の高周波特性を必要とするコイル,抵抗器,部品の

含浸仕上げに用いられる｡

25.3.2 藩彙絶縁物

(1) ワニスレーヨソクロス

ワニスクロスの綿布の代りにレーヨン布を基材としたワニスレ

ーヨンクロスを開発した｡その特長は低価格なことでワニスクロ

スに比べてやや耐熱性,耐湿性ほ劣るが機械的,電気的特性は大
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なく実用上は支障なく使用することができる｡黒色品,黄色品

があり厚さは0.13,0.18,0.25mmのものを標準化した｡

(2)U302

パルプマイカプレートU302を巷翫■r111化した｡

流了片絶縁に使用されるが,特に小片のセグメ

きのはく群が少ない特長を持っている｡

25.3.3 絶縁用プラスチックテープ

(1)ハイタッキーテープ

粘着ビニルテープ｢ハイタッキーテープ｣ を

U300と同様に整

ソトに切断すると

化した｡ハイ

タッキーテープはコールドタッキーテープに比べると耐寒性に劣

るが,低廉で作業性もよく,粘着力もJIS規格に合格する特性を

持っている｡用途はコールドタッキーテープと同様で電線ケーブ

ルの接続,一般接着補修などに使われる｡粘着ビニルテープはハ

イタッキーとコールドタッキーの2本立てとなったわけである0

(2)ハイポソテープH5号

自己融着性シリコーソゴムテープ｢ハイポソテープH5ぢ▲｣を

完成した｡シリコーンゴムの耐熱性,耐寒性,柔軟性に加えて自

己融着性を持っているため,空げきのない均一な絶縁層を作るこ

とができる｡ 気絶緑性にもすぐれ耐熱F種絶縁に使用される○

25.3.4 フェノール樹脂紙基材MCL(MCL-7,M⊂し48-PC)

印刷回路用銅張り積層板(MCL)は,最近の電子I二業および

機工 の発展に伴いその使用量は急激に増大した｡特に第7図に示

したようなトランジスタラジオをはじめとし,ホームラジオ,テレ

ビ,搬送装置,計器類などに対してMCLの使用量が著しく増大

し,組み立て作業の自動化が進歩するにつれて生産性の向上,寸法

安定性の向上および 価の低減などが強く叫ばれるようになった0

これらの要望に答えて加温打ち抜き加工用フェノール紙MCL

(MCL-7)および常温打ち抜き加工用フェノール紙MCL(MCLr48-

PC)を製品化した｡以上のMCLは弟4表に示す一般特性を有して

いるほか次の長所を有している｡

MCL-ては中くらいの絶縁性を有し,従来より最も多量に使用さ

第7図トランジスタラジオに使用されているMCLの一例

第4表

日立商品名

NEMA

親格相当

grade

接着強さ

(kg/cm)
常 態

耐ハソダ性

ぐC～秒)

MCL-PC

MCL-P-PC

MCL-4

MCL-7

MCL-4β-PC

MCL-44

MCL-47

ⅩPC

XPC

XXP

XXP

ⅩⅩⅩP

XXXP

1.3～2.1

1.4′-2.2

1.3～2.1

1.4-2.2

1.4～2.2

1.3～2.1

1.4～2.2

れていたMCL-4よりもさらに低温で打ち抜き加工,機械加工可能

で,そりも少ないので普及形MCLとしてラジオ,テープレコーダ

ー,補聴器,テレビ,家庭電気品などに広く使用が期待されているo

MCL-48-PCは常温打ち抜き加工用で,高度の絶縁性を有する

MCLとして久しく製品化が待たれていたものであって,高度の絶

縁性,すぐれた常温枚械加工性,打ち抜き加工性を有しそりも少な

いので,高級MCLとして通信機器,電子機器,計器などの湿度粂

件のきびしいところや 格な寸法精度を要求するところなどに十分

その使用が期待されている｡

25.3.5 高絶縁常温打ち抜き加工用積層坂(Lト48N)

通信機器, 子枚器類の最近の著しい発展は,従来広く使用され

ていた各種打ち抜き加コニ用積層板に対してさらに高度の電気的諸性

質およぴすぐれた加工性を要求するようになった0

■一般に常温打ち抜き加工用積層板は,加熱打ち抜き加工用横層板

に比べて加工作業能率,製品の寸法精度,寸法安定性などにすぐれ

ているという長所を有しているため,広く使用の対象とされていた

が,絶縁性が低いという短所も有していたためおのずから使用範囲

が限定されていた｡

新たに製品化された常温打ち抜き加工用積層板LP-48Nは,この

ような欠点を改良した積層板であって,その一般特性を策5表に示

した｡表に示したように,LP→生8Nは従来の常温打ち抜き加工用積

層板LP-49Nに比べて,すぐれた絶縁性と加工性を有し,吸水率も

少なく寸法安定性も良好であるので,今後電子機器用材料,通信機

器用材料としてその使用が十分期待されている｡

25.4 建 築 材 料

25.4.】ヒッターライト

日立メラミソ化粧板"ヒッターライト"は昭和36年販売部門が日

製産業に移管され,また製造部門が多賀工場から下館工場に移転増

設され,前年に比べてその需要増加は著しいものがあった｡そして

従来のトップテーブルを主体とする台家具,座家具向けの柄から大

第5表 打ち抜き加工用積層板の一一般特性

試験項目
目畢商品名ILP-48N

絶海‖彗抗(M烏)〈
誘電正接(1Mc)

.涛
官主 率(1Mc)

表面抵抗率 (Mn)

体現抵抗率(MJユーCm)

貫層耐電圧(kV/mm)

へき開強さ(kg)

(噺mm2)〈‡三圧縮強さ(kg/mm2)

吸 水 率 (%)

打ち抜き加工性

常 態

煮沸後

常 態

常 態

常 態

常 態

常 態

常 態

常 態

常 腰
23JC,24

時間彼
室 温

LP-49N

1×10`l～1×108

1×10三さ～1×104

0.06～0.07

5～7

1×106～1×10T

l〉く106～1×108

>13

400′-600

14～18

8′Y12

10～15

0.5～1.5

優

フ ェ ノ ー

ル 航MCL の 品 種 と

絶 縁 抵 抗

(M∫1)煮沸竣

誘電正接

(1Mc)常態

誘電率

(1Mc)
常 態

一般特性

230～10以上

230-10以上

230～10以上

230～10以上

230～10以上

230～10以上

230～10以上

1〉く10～1×108

1×10～1×108

1×102～1×104

1×102～1×104

3×109～3×104

1×103～1×106

1×108～lxlO6

0.06一-0.08

0.06～0.08

0.04～0.05

0.04～0.05

0.06～0.08

0.03′-0.04

0.03～0.04

LP-44N

1×102～1×106

1～5.0×10

0,08～0.09

6～8

1〉く104～1×108

1×104～1×108

>13

400～600

13′-17

8～12

10～15

3一-5

擾

1×104～1×10¢

1×102～1×104

0.03～0.045

4～5

1×106～1×107

1×106×1×108

>15

400～600

15･-20

10～15

20～25

0.2～0.7

打ち抜き加工性
(ASTM)

(点)(条件)

優(10～300C)

優(10～300C)

優(1200C-15分)

優(900C-3分)

擾(10～300C)

優(135DC-15分)

優(135dC-15分)

特 長 と 用 途

普通絶縁.常温打ち抜き加工用
ラジオ,テープレコーダ.補聴器

中位の絶縁,加温打ち抜き加工用
ラジオ,テレビ,テープレコーダ,通信機器,
スイッチ

高絶縁,常温打ち抜き加工用
テレビ,通信機器,計器

高絶縁,加熱打ち抜き加工用
テレビ,通信櫻穿,計算
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H-15

H-16

H-17

H-22

H-35

H-43

H-64

H-3050

H-3051

H-4010F

H-4050F

月ト1581

H-4630D

H-483

H-484

日 立 評

第6表 ヒッターライト新柄の種類および用途

名 称

スパニッシュレッド

フラ ミ ンゴ

ベビーピンク

ミ
ッドオレンジ

ファンキーブラウン

カナリアソイエロー

ハワイ7ソブルー

カナディアングリーン

スエーデイシュグリーン

ピンクモニタ

グリーソモニタ

グレイムーンシュラー

ビートツリー

チャコールアイリッシュリネン

ライトチャコールアイリッシ

1リネン

用 途

家具特にテ【プルトップ川

として開発した｡色は明る

＼..いパステル調でパーカウソ

タや箱物のアクセント,建

築の内装としても好適であ

る｡

テー,ブルトソフ,サイドボ

ード,パーカウノタ,壁面
ドアの一部

和家具(和タ∵/ス)の蓑而
張りに最適

テーブルトップ,サイ

ード,ドア,天井,壁面

サイズ

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3〉く6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

3×6.4×8

きく前進し,新柄"ビートツリーH-4630D"をはじめとして収納家

具(洋服,衣裳,整理ダンス類),ちゅう房家具向けの柄を開発し

た｡特に印刷技術に関する製版,材 関係の原紙,インクなどを十

分研究した結果,多色別になる新柄"ビートツリー"は全国の主要

家具生産地に大きくアッピールし,デパートおよび家具問屋に大き

く迎えられヒッターライトの名をとどろかせた｡また昭和35年に引

き続き"ワシソトソテエリー"も好 を持続した｡

特殊品として厚さ0･8～1･2mmの薄物ヒッタ∴一ライトが完成し,

その特性,加工法を検討してネコ板としても使用された｡

昭和36年はテーブル,タンス,ちゅう房器,船舶,ネコ板,冷蔵

風車両などヒッターライトは多岐にわたってその板をおろしたわ

けで,37年度におけるいっそうの飛躍が約束されたといえよう｡

新柄の種類および用途を弟d表に示す｡

25･4･2 ハイポード(新製品)

昭和36年虔新製品として日立ポリエステル化粧合板"ハイポード

(Hi･board)"を発表した｡これは日立製作所の化学

として一歩大きく踏みだしたことの現われである｡

ハイポードは,多年の

品が建築材料

造経験と研究とから開発されたもので,

独自の不飽和ポリエステル樹脂を被膜として用い,基材には日本農

林規格第2類第1級の合板を使用してあり,特に実用性を加味して

加工性のよいものとして開発された｡

またその柄もヒッターライトの経験を生かL,すぐれた新柄を発

表し,建築物の内装札家具額,ちゅう房器など主として垂直廟へ

の利用を目的として開発し,各地で大きな反響を呼んだ｡

寸法は3×6尺(3･4mm厚),3×8尺(5.5･mm厚),4×8尺(5.5mm

厚),1×2m(4mm厚)を計画している｡

美しく,強く,経済的で,耐熱性,耐薬品性にもすぐれ,そのう

え自由に加工できる新製品"ハイポード"は,すぐれた新柄の開発

によって,ヒッターライト同様,37年度における大きな飛躍が約束

される｡

ハイポードの性能を弟7表に,また第1回新柄を第8表に示す｡

柄としては木目一柄の半つや消しが主体である｡

25.5 ゴ ム 製

ゴム 晶は電気機器,家庭用品,医

l:コ

ロ[l

ロ

川II 工業用品,建築材料

などに広く応用されているが,最近多くの種類の合成ゴムの出現に

よって,従来天然ゴムを主体としたゴム製品では考えられなかった

広い分野にまで用途が拡大され,今後も伸びていくものと考えられ

る｡

日立電線株式会社では多年にわたり電線用被覆材料としてゴムお

項l.]

耐熱湖水性

耐 光 性

耐汚染性

耐 水 作

堪巻 第1号

第7表 ハイ ポ
ードの性能:

規 格

■7レ,~ブタレがなく艶二および色に著L.い差異のないこと

ワレ,ブタレがなく蟄およひ色に著しい差異のないこと

軽微な変化以下であること

化粧層,合板基材にはく離を生じないこと

第8表 ハ イ ポ ード の 新柄

名 称 大 き さ

S-01V

S-10V

S-230VF

S-930VF

S-931VF

S-4130VF

S-4131VF

S-453VF

S-4531VF

S-4532VF

S-4530VF

押 出 製

ゴ ム 引 布 製
ゴ ム ロ ー

モ ー ル ド 製

防 振 ゴ

ラ イ ニ ン グ製
ベ ル ト

白

ピ ソ ク

チーーク板目

タモ柾薄茶

タモ柾濃茶

茶 タ ソ

灰 タ ン

ゼ ブ ラ

ゼブラ紫

ゼブラ茶

杉 柾

第9表

ロロ

ル

Fコ

ロロ

ム

ロ口

煩

板ゴム(布入りを含む)

ゴムテープ煩(加硫,未加硫)

スポンジゴム製品

ゴムモールドトランス

コ ル ク ラ ノべ
-

日 立 ゴ ム 製

各種ゴそ三ユ㌻プ｡異形,中空パッキング煩｡丸,平
.ど

角な▲た.ム

異形ひも類｡車輌用,自~動車用,窓ガラズ廊支う
ダイヤプラムその他｡

輸送用,印刷用その他各鐘｡

0リソグ,バッキソグ,パルプ,ダイヤフラムその他

車軌船舶,精密機枕,電気機械,モータ用など｡

タソク,化学装置などの防錆,防食用その他｡

ファこ/デグラフ用,エスカレータハソドレールなど各種

ダイヤプラム,平板パッキング,各種ゴム板など｡

電気絶縁用,保護被覆用その他｡

仮煩,モールド品撰(パッキング,プッシュなど)

CT,PT,その他コイル絶縁｡

仮構,モールド品煩(バッキソグ用その他)

よび合成ゴムの研究を続けてきたが,それによって得た技術を基礎

とし,近代的設備と独特の加工技術とにより弟9表に示した各種ゴ

ム製品の製造を開始L,各方面の要 にこたえている｡

第9蓑に示した製品のうち,特に需要の多い防振ゴムならびにシ

リコーンゴム製品について概要を説明する｡

25.5.1防 振 ゴ ム

最近防振ゴムの性能が向上し,その用途ほ急激に拡大している｡

これは一つには金属体とゴムとの接着技術の進歩のもたらした結果

ともいえるが,一つには合成ゴムの出現により,耐油性,耐陰性,

耐熱性,耐薬品性,耐オゾン性など,天然ゴムでは得られなかった

特性が得られるようになったことも大きな原因である｡

防振ゴムは振動の防止はもちろん,衝撃緩衝,防音などの目的に

も有効であり,･また形状によって圧縮形,せん断形,複合形,ねじ

り形などに分類される｡

その複雑な形状効果や,弾性率,クリープなどに関してはむずか

い､問題があり,防振ゴムの製造にはそれらについての十分な検討

およびゴム材質の入念な基礎研究とその上にたっての配合の選定を

必要とする｡

日立 線株式会社では弟8図に示すような車両用防振ゴムをはじ

め,自動車用,機器用などの各種防振ゴムの製造方法を確立し,各

方面に多量納入して好評を得ている｡

25.5.2 シリコーンゴム製品

画期的な高分子材料として登場したシリコーンゴムは-80～2500C

という広い温度範囲においても弾性体として十分使用に耐えるほ

か,電気絶縁性,耐オゾン性,耐油耐溶剤性などの特性にすぐれ,
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第8同 車両用 防振 ゴ ム

第9図 シリコーソゴムホース

また無毒件であるためゴム製品としての用 もきわめて多岐にわ

たっている｡

日立電線株式会社においては多くの種類のシリコーンゴムを活用

し,まだ十分開発されていない用 への適用について努力を続け,

多くの成果を得ている｡すなわちH種 気機器用ゴムパッキング,

高温煉器用ゴム部品への利用によって機器の性能向上に役だち,ま

た医療用チューブは耐久性,耐薬品性,無毒性,耐熱水性などの点

で従来のものに比べ格段とすぐれているので好評を得ている｡

軽金属工業,薬品工業用として用いられる毒性ガス漏えい防止パ

ッキング,粉体輸送用ホースなどは一般に150～2500C程度の高温

にさらされることが多く,しかもその場合弾性を失わないことが必

要である｡このような目的のために弾力布入シリコー∵/ゴムパッキ

ングおよびガラス編組シリコーンゴムホースの開発をすすめこれを

完成した｡

日立素地記号

A120き 含有量

軟 化 点

熱 伝 董 率

曲 げ 強 さ

体積抵抗率

誘 電 損 失

用

(%)

ぐC)

(cal/s･Cm2･Cm･OC)

(kg/cm2)

at5000C(Qcm)

(1Mc)

第10岡 シリコーンゴムパッキン

弟2,3図は11立シリコーンづム矧一品の一部を示したものである

が,その他シリコーンゴムシート,チューブ,ひも,型物などについて

もその性能が認められるにつれて需要はますます広がるものと予想

される｡

25.る 窯 業 製
l::コ
ロロ

窯業製品中,従来から製造しているがいし,がい管顆は34年度に

1Jlき続き各種大形記録品の製造に成功したが,一方34年度から外販

を始めた高アルミナ磁器ハロツクスはそのすぐれた総合特性と製造

技術により各方面の用途に着々実績をあげている｡まず原料関係で

ほ従 のハロックス501,521,523,B-7に加えてハロツクス525,

526が開発された｡ハロックス525は主とLて高性能点火プラグが

いし,セラミック基板用に開発されたもので,機械的強度,熱伝導

度および体潰抵抗の大きいことを 艮とする｡ハロックス526は一

般高性能アルミナセラミックスである｡これら各材質の特性および

用途例を弟10表に示す｡

25.る.1セラミック基板

アメリカでミサイル用に開発された電子棟器サーキットのマイク

ロモジュール化ほその後民間の各種通信械器,電子機器の小形化に

応用され現在各社で実用化されつつある｡マイクロモジュール方式

の主体となるのはセデミック基板であるが,日立製作所では/､1ロッ

クスのすぐれた製造技術によりいち早くマイクロモジュールに使用

されるセラミック基板の試作を完了し量産体勢を整えた｡セラミッ

ク基板は耐熱性,強度,メタライジングなどの点からマイクロモジ

ュール用基板としては最も適した材質であるが,形が小さく(縦

横8mm,厚さ0.2～1.5mm)高度の寸法精度(±0･05mm)を要し,

しかも多量生産を必要とするなどその量産化には種々の難点がある

が,日立製作所では独特の成形方法によりこれら難点を克服し,現

在各方面の需要にこたえている｡弟11図にセラ

を示す｡また舞11表にそれらの用途例を示す｡

第10表 ハロックス(□二立高アル ナ磁器)特性および用途

96 以上

1,800

0,042

2,700

7×1010

0.004

ック基板の標
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第11図 セ ラ

第11表 セラ

主 要 用 途

ック 基 板

ック基板用途一覧表

寸 法 (mm)

エソドゥェハー用

エソドゥエハー用

抵抗,コンデンサ用

抵抗,コンデソサ用

ト ラ ンジス タ用

ト ラ ソジス タ用

ト ラ ソジス タ用

水晶発振子用

コ ソ デ

8.9士○･1×8.9土0･1×0.51±0･06

8.9土0･lx8.9±0･1×0.51土0･06

7,88±0･1×7,88±0･1×0.25士0･06

7.88士0･1×7.88±0･1×1.25士0･06

7.88土0･1×7.88土0･1×0.76土0.06

7.88土0･1×7.細士0･lxo.56土0.06

7.88±0･1×7.88士0･1×0.2土0･05

7.88土0･lx7.88土0･1×1.5±0･05

7.88土0･1×7.88土0･lxO.7土0･06

7.88士0･lx7.88土0･1×0.9±0･06

第12図 真空管用セラミックス

25･る･2 真空管用セラミックス

ハロックス521で作られる送信管用セラ ックスは35年列車無線
用送信管に採用され,一躍名を世界にとどろかせたが,その後テレ

ビ中継局,工業用テレビの伝送,船舶無線などUH下帯送信管用に

採用され,ますますその真価を発揮している｡ハロックス521が小

形で高信頼性を特長とするこれらの送信管に利用されるのは,すぐ

れた高周波誘電特性とともに金属との封着が容易確実に行なわれる

からであり,また一方すぐれた成形技術と加工技術により複雑な形

状のセラミックスが高精度で作られるからである｡このような特長

を有するハロックス521は真空管のほかにシリコン整流乳制御器

などの外囲管,そのはかの電子機器部品に大量に利用されてきた｡

弟12図にこれら電子機器に使用されるセラ
ックスを示す｡

25･d･3 その他の高アルミナ磁器

日立高アルミナ磁器は機械的強度,耐熱性,絶縁特性,耐食性な

どあらゆる総合特性がすぐれているので,従来からその用途はきわ

めて多方面にわたっている0最近特に需要の多くなったものはまず

高温における絶縁特性と耐熱性を利用して各種化学装置,電子機器

および理化学機械のヒータ巻きわく,ヒータささえ熱板などがあ

り･また耐食性と耐熱性を利用して各種ルツポ,金属熔融そう,重

評 第羽巻 第1号

第13図 各種高アル ナ磁器

油燃焼装置の点火バーナ,反応筒ガイ子などである｡またハロック

スB-7を用いたメカニカルシール,治具,ゲージ

利用したセラ

など耐摩耗性を

ックスの需要もしだいに増加してきている｡

25.7 炭 素 製

炭素製品は,他の材料によって求捌こく 二∩ .
｢
/有を性特 るために

電気機器,機械部品の発展に伴い,いよいよ多種類の特殊材料が要

求されつつある｡ノしたがって従来品の品質の改善はもとより,大

いに新製品の開発を行なっている｡そのうち完成したもの二,三に

つき以下に述べる｡

25･7･lソフトカーボン刷子材(電刷子)

高速度化された回転機,すなわち誘導電動機,交流発電機などの

大形化によってスリップリングの周速は70～80m/sのものが珍し

くなくなった｡したがってわずかの偏心や面の凹凸でも振動の障害

を起こしやすい｡一方,刷子も一般のスリップリングに使用される

天然黒鉛系刷子の黒鉛の面付着による黒化の傾向が高速化によって

黒鉛同志の摩擦増大となり,摩擦振 をまねき,スパーク発生およ

び面の荒損の原田となりやすく従来の天然黒鉛系刷子では不適当と

なった｡

高速度化された回転枚のスリップリング用刷子としては見かけ密

度および弾性率が低く,粘性大でさらに適当の研摩性をもつ天然黒

鉛系刷子が必要となる｡

GX-745は上記の目的に 作完成されたソフトカーボン刷子材で

あり,一般的高速度回転横発展の気運に対処せしめたものである｡

弟】2表に一般のスリップリングに使用されている天然黒鉛系刷

子材と今回完成したGX-745の特性を示す｡なおGX-745の摩耗量

は1･0～1･2Inm/108h程度でありしゆう動面も非常に良好である｡

第12表 GX-745と従来の一般天然黒鉛刷子材の特性

GX-745 従来の→般天然黒鉛刷子材

見かトナ比重

固有抵抗

か た さ

曲げ強さ

弾 性 率

摩擦係数

(〃良一Cm)

(ショア)

(kg/cm9)

(kg/mm2)

1.73～1.79

1,000～8,000

17～18

160～250

1,500～2,500

0.29

25･7･2 水車用カーボンパッキング(ヒクロック)

ヒタロックは主としてカーボンおよびグラファイトの特性として

耐薬品性,耐熱性,耐摩耗性などが生かされ各種工業部品に用いら

れているが,今回は水車発電機および揚水ポンプの水中翼シャフト

の大形封水パッキングとして本格的に活用されるようになった｡



化

第14図 大形封水用カーポンパッキング

第13表 成形カーボソの試験結果

従来,シャフトの封水にはラビリソス形式と木綿または石綿にグ

リースを珍ませたものの詰込形式がとられていたが,封水は不完全

でしかも軸の摩耗が起こりやすかった｡海外ではこの部分にカーボ

ンを使用している例があるのでこれの封水効果,摩擦特性および摩

耗状況を試験した結果,カーボソ材はいずれも良好であったが,特

にHCB-7Fが非常にすぐれた成績を示したので,九州諸塚発電所を

はじめとし,各種の水 発電機,揚水ポソプなどに本格的に採用さ

れ,現在までに1,060,1,020,930,755,605,580¢の各種寸法の

八分割カーボンバッキングが使用され,好評を得ている｡なお材質

はいずれもHCB-7Fであるが,これは炭 崇鉛質にヒタフランを含

浸硬化させた材質でありカーボソとヒタフランの両特長を兼備した

ものである｡

25.7.3 成形カーボン

発光分光分析を行なう場合には試料の形状,すなわち粉末状,塊

状あるいは溶液状などの差によって黒鉛電極を種々の形に加二r二して

使用する必要がある｡普通は需要家が必要に応じ加工して使用する

ので,このためせっかく高純度に精 されている電極が汚染され,

分析時の信頼性が低下する｡以上の理由から加工された成形黒鉛電

極製作の強い要望があったので材質の高純度化ならびに純度を落さ

ない加工法などについて検討を進めてきたが,今回これに成功し成

形カーポソとして市販を始めた｡

本成形カーボンは需要家の希望により任意の形状に加工でき,し

かも加工精度が良好であること,きわめて高純度であるため電極の
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第15図 分光分析用成形カーボン

即r月r〟/ββJJC

Pβ斤β〟∫α/P

第16図

〟どJ〝fβf⊥とβr即βf

､■一-､ヽ･●､

J♂〟〃7f斤仁｣どど聞♂βF

成形カーボンのJlラ状寸法

予備分析不要,また材質が均一であり分析精度がよいなどの特長を

もっているので非常な好評を得ている｡

36年7月,原子炉用ウラン分析用として原子力研究所,原子燃料

公社から発表された試験 は弟13表のようであるが,本l甘1が米

国ナショナルカーボン社のものに比べ遜色のないことが証明され

た｡なお成形カーボソの代表的寸法を弟1る図に示す｡




